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んt
調査の目的

論理を生命とする数学において、その素材となる用語のもつ意義は重大である。それは

高校数学の中においても当然考えられることであるが、実際の指導においで十分な指導体

制が作られているだろうか。

はしがきにも害いたように、実際にほ多くの問題点が持たれて居り、その完全な解決ほ

なされていないようである。

そこで、現状を反省し、問題点をほっきりと取り上げ、その解決策を研究することが考

えられてくる。

さて、この問題点を発見するための方法としてほ、次のようなものを調査することが考

えられよう。

1．生徒の用語理解の状況はどうか。

2．用語指導の態制はどのようになっているか。

3．現行教科書において用語がどのように扱われているか。

4．今まで、用語についてどのような研究文献が出されているか。それによって、どのよ

うな問題点が解決されているか。

盤

Tj‾0

ここでほ、上の第3の方法を選び問題点の発見にとりかかつた。
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次に、この方法をとりあをずた理由ほ下の通りである。

1．生徒の学習の根拠ほ教科書である。

2．一般に指導は教科書の線に沿つて行われているものが多い。

3．教科書は数学、数学教育について一応見識のある人々によって作られ、現在の高校数

学の内容を代表しているものと考えられる。

4．従来からある問題点で解決できるものについてほ◆、その内容の中に盛り込まれている

と考えられる。

喜夏調査の資料

昭和34年7月に、昭和35年度用として展示された教科書ほ25種類ほどあった。この中、

数Wr代数については6単位用のものを除き入手出来た18種類、数邪、数刃tについても同様

入手出来た17～18種類のものについて調査をした。

学習指導要領は昭和31年庶政訂高等学校数学科編によった。

筒、特にこれら教科書をとりあげた理由ほない。
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教 科 書 の 種 丼

数Ⅰ代数

数Ⅰ代数、数柾

数 甘、数 耽

数Ⅰ代数、 数丑、 数取

／／ 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 ／／

〝 †′ 〝

〝 ′／ ／′

／／ 〝 〝

′′ 〝 〝

／／ 〝 〝

〝 ′′ ／／

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 ′／

〝 〝 〝

〝 〝 〝

ゴヂツク体で表わしている用語についてのみ行い、その他のものほ対象

外とした。

2・調査結果をまとめるとき、便宜上教科書に1～18の番号をつけ、これにより分類整理

した。その番号付けほさきにあげた教科書の順序とほ全く関係なく適当に行った。

3・次に挙げる6項目につき調査考察した。

（1）各教科書及び学習指導要領にとりあげた用語の数

（2）教科書に出現する用語の度数
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（3）教科書により説明の違う用語

（4）種々の問題点を持つ用語

① 同一内容を表わす二つ以上の用語

⑧ 同一用語がいろいろの意味に使われるもの

③ 掟出の時期に問題のある用語

④ 説明のし方について問題のある用語

⑨ 内容に疑点の考えられる用語

（5）指導要僚にとりあげた用語

（6）数Ⅰ代数、数准、数∬【を通して取り上げておいたら良いと思われる標準用語

王、り調査の結果と考察

〔1〕教科書にとりあげられた用語の数

教科書番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

数Il用語数

125

108

∂2

117

109

88

85

81

103

89

上の表をみてわかるように、

用語の数ほ以外に多い。また、

数雅用語数 ≧・教科蜜番号、数濫用語数

168 重量 11

；；…星章；…
123

137

112

133

115

140

128

14

15

16

17

18

学習指導要領

各教科書に現われる用語の数、

79

138

85

98

70

109

132

73

36

349

数灘用語数

80

164

85

133

103

113

98

50

394

一

全教科書を通じて現われる

教科書間に於けるとりあげた用語のちがいが相当に大き

い。

これらの原因を考えてみると、次のようなことになると思う。

1．中学数学、数1▼代数、数Ⅰ幾何、数甘、数11†を通じて重複して出現するものが相当に

ある。

① 復習的の意味から同じ定義がくり返されているもの

∫淫、≧同一用語をそり学力に応じてそれに適した定義で何回も扱つているもの

2．同一内容を教科書によりちがった用語で表わしている。また、同一の教科書において

も、同一内容に対し二つ以上の用語が挙げられる。

3．指導内容の非常に豊富な教科書、部分的に非常に精しい教科書がある。

4．拒導上の便宜から、生徒の理解を助ける意図から、自然に用語乃数が多くなった。

等。

指導要慣に示された用語だけでほもちろん不充分であると思うが、生徒の負担も考えて

もっと整理し、適当な数に抑えることは必要であろう。

例えば、同一内容ほ一つの用語で表わすように努める。一ケ所だけ現れて、その後ほと

んど利用されない用語の整理などほ行えるように思う。

なお、教科書間に差異が認められるのほ、大学進学向き、実業学校向き、女子高校向き

－
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等を考えてその内容に差があるからと思う。

今後、必修用のものについてほ、もっと差異が縮められなければならないと考える。

〔2〕用語の一覧とその出現状況

次の衰ほ、数韮349種、数‡正394種の用語がどの程度にちらばっているかを示してい

る。

教科書出現度数

】8

17

16

15

14

13

12

11

10

9

5

7

10

5

9

】

10

15

8

13

教科書出現度数

8

7

6

5

4

3

2

1

11

10

14

23

38

53

721

壬
一
‖

943

毒
ふ＞

覧壬
…き喜蔓を皇㌔

桝批数学語数用

5

8

15

12

21

25

52

158

394

｝

どの教科書でも同じ用語を一棟にとりあげているかというと、実状は必ずしもそうでな

い。上の蓑で示したように、とりあげた教科書が揃って使用しているのは、極めて少な

い。これに反して、僅か一つの教科書に現われただけという用語の数ほ、以外に多いのに

驚く。

〔3〕学習指導要領の用語調査

指導要領に用語と記号という欄がある。数学の内容基準を示す一つの手がかりであるか

ら、どの教科書でも、その程度の用語はとりあげていると予恋していたのであるが、調査

の結果ほ必ずしもそうではないということを示している。

次の表ほ、指導要領の中の用語から拾いあげたものについて、

科書数を調べたものである。

教科書出現度数 数学Ⅱ
用語数

Ⅱ数学語数用
教科書出現度数

T
…
…
…
篭

それをとりあげている教

甘且数学語数田用 Ⅱ数学語数用

18

17

16

15

14

13

12

11

4

4

10

2

3

4

0

0

10 1

9 妄 0

…ヨミ蔓葦弓妻仙

0

6

7

4

4

2

2

0

2

1

1

8

7

6

5

4

3

2

1

0

／∠ゝEl

0

0

0

0

3

3

1

0

1

計 量 36

1

2

0

1

1

0

0

1

0

50

数学井の18種類の教科書にのっている用語は4語に過ぎない。16橙以上の教科書にのっ

＼

…
60…



ている用語で、ようやく半数のユ8語という状況である。

半数以上の教科書に定義ののっていない用語、すなわち出現教科書数9以下の用語を例

記すると、次の7語となる。（数字ほ出現教科書数）

三次方程式 3 四次方程式 3 円の方程式 4

楕円の方程式 4 平行移動 3 象限 2 三次函数 0

数学澱の17種額の教科書にのっている用語ほ10語で、15種以上の教科書にのっている用

語でようやく半数以上の28語という状況である0半数以上の教科書に定義ののっていない

用語0すなわち出現教科書数8以下の用語を列記すると、次の5語となる。（数字ば出現

教科書数）

無限小数 7 近似式 7 近似1 第一次導函数 8

第二次導函数 5

〔4〕定義の不統一な用語

同一の用語ほどの教科書にも同じ定義説明のあることが望ましいが、実情ほ、必ずしも

統一されていない。同じ数学を学ぶのに教科書によって違う理解を与えられるのは困った

ことである。

粗雑なもの、

たとえば、

ている。

用語の定義が誤っているものなどほ論外であるが、現実には、厳密なもの、

詳しいもの、例示しただけのもの等様々である。

数列及び級数について「発散する」という用語の例を示すと次のようになっ

数列についての発散

臣

教科書

説 明

収束しないとき

極限値をもたないとき

極限が正負の無限大か振動のとき

9 10 11 12 1

葦。葦

○

妻q－仙至

次に、定義の内容に差異の認められた用語を列挙する。（定義内容は省略する）

数1【

〔数・式・方程式〕因数定理、虚数、無理式、n次方程式、三次方程式、三重板、整方程

式、相反方程式、分数方程式、無縁棍、無理方程式、四次方程式

〔図形とその方程式〕円錐曲線、共役軸、主軸、準線、焦点、接線、漸近線、双曲線、双

曲線の頂点、双曲線の中心、双曲線の離心率、楕円の中心、楕円の頂点、楕

円の離心率、長軸、直角双曲線、二次曲線、放物線、放物線の準線、放物線

の焦点、放物線の頂点

〔函数〕陰函数、極大、極小、極大値、極小値、有理函数、無理函数、指数函数（下、上

に）凸（凹）、導函数

〔三角函数〕一般角、正の角、負の角、角速度、加法定理、弧度法、合成運動、三角函数

周期、周期函数、振動数、振幅、動径、半角の公式、方向角

数】1t

〔数列と級数〕無限小数、発散する（無限数列、無限級数）、等比数列、数列、振動する

公比、公差、極限、極限値、級数、階差数列、階差、一般項（数列の）

－んル
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〔順列・組合せ〕円順列、階乗、二項定理の一般項、組合せ、順列、n偶のものからr偲

とる組合せ

〔確率と統計〕一部調査、標本調査、確率、確率分布、区間、統計、属性統計、統計的確

率、度数、度数分布多角形、任意抽出汝、排反する、標準偏差、標本調査、

標本の大きさ。

〔5〕同一内容を表わす用語の不統一

同一内容を表わす用語であって

1）同じ音を表わす漢字の違うものや、一般的でない表現のもの

（例えば 共椀軸と共役軸、楕円と長円など）

2）一般的表現であるが表現の異なるもの

（例えば 国数定理と剰余定理、孤度とラジアンなど）

などが整理されずに残っている。これらほ早く統一して、一語を覚えればよいようにした

い。

1）でほ、やさしい字や、新しい一般的表現に統一し

2）では、何れか一つに統一するのほ無理なものもあろうが、少くともいずれか一方

を教科書付用語として統一し、他方ほ（）内に入れるようにしたらどうであ

ろうか。

因数定理、剰余定理についてしらべると

因数定理に統一した教科書‥……‥‥‥…‥‥……‥‥…………‥4

剰余定理に統一した教科書‥‥‥‥…‥……‥‥……・…・・・‥‥…‥2

因数定理と剰余定理をあげたもの・l……‥‥‥‥…‥‥‥‥‥‥…‥11

このはかさらに余りの定理としたもの…………‥‥…・‥……‥1

がある。

（二つ以上の用語を用いる例）

数 11

1．副軸、共蛎紳（共役紳）

2．二次曲線、円錐曲線

3．楕円、長円

4．直角双曲線、等辺双曲線

5．傾き、方向係数、勾配

6．因数定理、剰余定理、余りの定理

7．二乗根、平方根、自乗棍

8．変化率、瞬間的変化率、微分係数、微係数

9．単調増加函数、増加函数

10．基線、始終

1．算術数列、

2．算術申頂、

3．算術平均、

4．幾何数列、

5．幾何中頃、

11．勒径の表わす角……に属する角

12．狐皮、ラジアン

13．等速円運動、一様な円運動

14．二倍角の公式、倍角公式

15，余角定理、余角公式

16．余弦法則、余弦定理

17．半対数方眼紙、片対数方眼紙

18．両対数方眼紙、全対数方眼紙

19．必要十分条件、完全条件

叫

数 】11

等差数列

等差申頂

相加平均

等比数列

等比中頃

6．幾何平均、相乗平均

7．定積分の上端、下端、上限、下限

8．原始函数、不定積分

9．極限、極限値

10．極限ほない、…は不完、…ほ振動する
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11．（確率の）乗法定理、横の法則

12．（〝）加法定理、和の法則

13．数学的確率、先験的確率

14，統計的確率、経験的確率

15．全数調査、全体調査、全部調査

16．（相対）度数、頻度

17．層別、層別化

18．層別抽出法、比例抽出法、層別比例無作

為抽出

19．中央値、メディアン

20．抽出、抽出法

21．柱状図表、ヒストグラム、（変数分布）

柱状グラフ

22．任意抽出法、無作為抽出法

23．並み数、モード

24．排反、排反する

25．期待値（金額）、希望値（金額）

26．任意標本、確率標本

27．楼本調査、山部調査

28．区間、階級

29．標本、見本

〔6〕いろいろのところに使われる用語

一つの用語で全く別の意味に使われるもの、あるいぼ指導内容によって拡張されて使わ

れるものなどがある。

数 】【

傾き

座標

主軸

1）直線の‥‥‥・・‥‥… 2）曲線の‥‥‥‥・‥‥‥

1）平面における…・‥‥‥‥ 2）直線上における‥……‥‥…

1）楕円の主軸 2）双曲線の主軸 3）放物線の主軸

（二次曲線の主軸として同一定義にまとめたらよい）

焦点 1）放物線の焦点 2）楕円の焦点

（二次曲線の焦点としてまとめたい）

接線 1）円の接線

4）放物線の接線

中心 1）円の中心

頂点 1）放物線の頂点

互に素1） 数の場合

2）楕円の接線

5）曲線の接線

2）楕円の中心

2）楕円の頂′怠

2）式の場合

根と係数の関係 1）二次方程式 2）

加法法則

基線

周期

絶対値

連続

数 淡

般

央

イ

項
底
発
中
蜜
比

比

要

1）三角函数の…‥‥‥・‥…

1）回転角の‥…・2）測量の…‥・

1）′（γ十ク）ニ′（∬）のときのカ

1）実数の‥・……‥… 2）

3）双曲線の焦点

3）双曲線の接線

3）双曲線の中心

3）双曲線の頂点

三次方程式

2）確率の

3）投影図の‥‥‥ 4） 計算尺の‥・

2）1）において最小の正の♪

複素数の‥‥…‥‥‥‥

1）∬＝αで連続 2）∬のある範囲で連続

）

）

）

）

）

）

ヽ
－
ノ

）

1

2

1

1

1

1

「⊥

1エ

項

散
値
数
率
素

数列の‥‥‥

比例の‥‥‥

）

）

2

2

対数の‥‥…‥…

数列の‥‥…‥…

区間の中央値

階級

数の…‥………・

図形の‥＝‥‥‥‥

級数の‥‥‥ 3）展開式の‥…・

数列の‥…・3）級数の‥‥‥

2）綺数の……‥‥‥

（二項定理）

4）察開式の‥・…

2）級数の‥‥…‥‥・

2） メジアンのこと

2）事象の…‥‥…‥

2）階級の比率（相対度数）

2）僧：集団の‥‥‥‥‥‥
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区 間 1）変数の‥‥‥‥‥‥ 2）階級と同義

〔7〕その他の問題点

数Ⅰ代数の調査の場合と同じように、（1）新しい用語をどこで提出し定義するか。（2）どの

程度に精しく、また、厳密に定義すべきであるか。

等いくつかの問題点がある。これらほ多く指導内容に関係をもっている。

次に、その一つとして問題になる定義について調査した結果を示そう。

（4．定義の不統一な用語のところに多くの例が考えられる）

用 語

円 錐 曲 線

主 軸

岳 函

ぎ纂 函数 数

周 期

加 法 定 理

噸 列

組 合 せ

弓

書

喜 問 題 点

この申に相交わる二憤線を入れるか。どうか

曲線の申に直線を含めるとしてよいかどうか

1）楕円、双曲線、放物線を通してまとめて考えないのか。

双曲線について二様の説明がしてある

2）直線なのか線分なのか、特に楕円の場合ほっきりしていないも

のがあるが

特に一変数函数のみを指すか、多変数函数まで考える方がよいか

プ＝α∬γ（α≠0）で、プ′を有理数までとするか、全く制限をつけな

いで行くのか

′（ズ＋♪）＝′（ガ）の♪、最小の正の少（基本周期の）

るか

Sin（α－β）＝‥‥・・等を含めるのか

並べたものか、並べ方か

細か、組をつくる仕方か

〔8〕数山l▲代数、数Ⅰ卜数】11にわたって重視して出現する用語

出 現 度 数

数Ⅰ ⅥH且数 数

用 語
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用迂左 rI仁l

無 理 式

ユークリッドの互除法

有 理 式

〔方程式と不等式〕 妻
⊇
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出 現 度 数

数‡j数濃
く数耽
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出 現 度 数
用 語

汀比l一数∬且数

2 毒i〔微分・積分〕

一 次 補 間 法

極 限

極 限 値

極 値

増 分

速 度

第1次 導 函 数

第 2 次 導 函 数

速 さ

微 分 榛 数

微 分 す る

負の無限大（函数の）

平 均 変 化 率

変 イヒ 率

査
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〔確率および統計〕

一 部 湘

平

巾
値

の

の

（定）仮
階

〃

〃

間
均
表
表
均
度
数
布
線
線
査
査
係
係
係
義
教
図
値
値
）
形

曲

＼
関
関

度
角

平
図
図
乎

皮
分
曲
布
調
調
関
関
関

係

傾
多

何
点
線
術
布
対
窺
規
約
数
休
閑
州
州
幽
関
閑
表
央
㌫

級
幾
共
共
算
散
相
正
正
正
全
全
相
正
負
相
相
相
代
申
皮
度

66

8

6

l

「⊥

l

l

6

1
1
3
1
2

州

1

7

2

2

3

4

4

6

6

1

3

3

1

4

1

3

1

1

1

1

1

「⊥

l

l

l

広U

2

6

6

2

2

5

1

1

1

7

8

4

3

00

7

7

4

1

1

1

l

…数Ⅰ

12

4

9

1

4

1

3

18

16

1
7
…

1

6

2

9

6

5

2

2

4

3

1

1

1

1

2

3

1

菰

P口

数

軸

続

る
緑
綬
緑
綬
式
動

フ

教
練
軸
点

函用陽

横

連

〔図形とその方程式〕

接 す

曲
程

ラ

双
方
移
グ
係

近
曲
角
の

の

行
式
向

冶
線

程

の

頂の

物
線
練物
物

接
漸
双
線
南
平
方
方
敗
放
放

〔指数函数と対数函数〕
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〔三角函数1

角

基
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初
周
単
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〔数列および級数〕
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弼

度数分布柱状グラフ

度 数 分 布

度 数 分 布 曲

統

立良
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準
ス

布

二

範
標
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分
分
分
平
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う

偏
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三三㌫

‖irl

衰
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計
数
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出 現 度

数二r …数Ⅱ

7

1

1

1

3

4

1

3

6

6

4

1

1

6

1

1

1

妻ぎ巨－套…≧己L圭一
平
変
偏
変

メ

モ

離
累

均

異

偏

係

ア

変
鮮
凪
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ジ
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積

語
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竜

ン

ド
義
教

数

数灘

3

1

1

6

〔雑〕

十

必
必

現出

T⊥数

9

4

4

6

6

7

1

1

1

1

1

1

1

3

1

3

1

1

1

件
件
件条

条
分
条十

分

要

要

度 数

rt－1

数 雄数

l

1

3

7

2

1

2

この表から見ると重複して出現する用語が相当に多くあることがわかる。その原田を考

えてみると前に1のところでも述べたが、次のようなことになると思う、▲

1）復習的な意味から、ただ操返されているものがある。

例 虚数、複素数、重限、判別式、ニ次函数、等

2）生徒の程度に応じて、段階的に内容を拡充し、線返されたものかある。

例1．放物線……‥・

2．漸近線・‥……

3．接 線‥……・

二次函数のグラフとして

壇ノ軌跡として

直角双曲線についての………

（要一般の曲線についての

円の接線

塩一曲線上の点における接線

3）教科書により同じ内容が適うところで取扱われていることによるもの。

例1．変 域……数二‡で扱ったもの 例2．無理数、無理函数

数甘で扱ったもの 数lまたは数】【だけで扱ったもの

数‡、Ⅰ両方で扱ったもの

これらに関しては次のようなことが考えられる。

（1）のような態度も必要と思うが、余り多く操返さない方がよいように思う。

（2）のようなことは絶対必要で、始めむこ用語を紹介する程度に扱った場合ほ指導内容の

進んだ後で出来れば必ず一般的な厳密な定義をしておきたい。その意味でこのような

重複は当然計画的に行われているべきであろう。その点すべての教科書がそのように

配癒されているものとは思われない。（重複の数を見るとわかる）

（3）についてほ数lと数丑、数狂と数耽あるいは中学数学と数】二といつたところに内容

の重複があり、元来明確に区分きれにくいところもあるといったことにもよると思

う。これも現行でほ致し方ないと思うが、新しい楷導要領による教科書では、もっと

統小一一されてもよいと思う。
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〔9〕数】二代数、数荘、数耽で取り上げておいた方がよいと思われる用語。（標準用語）

今までに調査した結果を元にして、次に上むずる基準で用語をとりあげ、標準用語の試案

としてみたい。

（1）出現回数9以上の用語。（ただし、特に不要と思われるものを除く。）

（2）出現回数9以下だが、特にとりあげてもよいと思われる用語。

（3）中学の新指導要領で指定されているもののうち練返す必要のないと思われたものほ

除く。

衰の中で、○印のあるのほ中学でとりあげられると思われるもの 指導要領に示された

ものおよび内容から考えてとりあげられそうなもの）

△印は数▲】二でとりあげたもので数丑、数刊一に再びとりあげたもの。

△印は数】【でとりあげたもので数1托に再びとりあげたもの。

〔数〕
ミ

裏芸
東

雲

判

不

不

別 式 亨比

定

能

例 部 分

〔統 計1

豪 み つ き 平均

階 級 値

套 虚 数 単 位 蔓一 次 不 等 式 …散 布 度

実≧ ㌻相 加 平 均

複 素 数

妻累
卜一山仙

絶 対 不 等 式

裏芸母㌔有理芸○を解
〔函 数〕

く（不等式を）

次 不 等 式

山】“爪W盲不等 式

最 小 値 ○
圭 〔グラフ〕

ミ

墓
相 関 関 係≧

葦魚 の 相 関関係
≧

弓正の相関関係

葦相 関 係 数

囲 喜

i次

∃整
董通 分

壬陪

式
≧

分 数 式 ○

皇無 理 式

漸 近 線

直 角 双 曲 線

放 物 線 の 軸 ○

放 物 線 の頂点 ○

数 ○ 蔓 〔対 数〕

≧有 理 式

妻‾¶冊【〔方程式〕
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喜 兵
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妻対

模 毒n 次 方 程 式 …

対 数

数

数

妻
対 数 目 盛

…底 （対 数 の）

十 分 条 件
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整 方 程 式

同 値

必要十 分条件

必 要 条 件
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ま と め

これまでに述べてきた調査結果とそれをこ関連して考えられる問題点をあげると次のよう

をこなる。

1．定義の内容の赦密性について

すべての用語を数学的に赦密をこ定義してもそれを受け入れる老の学力によってそれら

が理解できない。あるいぼ理解しにくいといった場合がでてくる。それで、学習内容、

指導対象に応じてそれぞれの定義ほ工夫されるぺきである。

その点すべての教科書で計画的にこれが行われているとほ思えない。

① 小学校から高枚までをこ、どのような段階を経て定義が拡張され完全なものになつ

ていくか。あらゆるものについて検討がなされているだろうか。

新用語掟出の時期、線返し提出する時期、普とめをする時期等全体を考えて計画

されるぺきである。

なるべく粗雑な定義だけで終ることのないようにしたい。

② 各段階における定義ほどのようにするのが最も適当か、定義の標準といったもの

が考えられてよいと思う。

場合により致し方ないが、例をあげて用語を綴介するだけといったものほなるべ

くさけたいものである。その時に応じた別の定義をしてやった方がよいと思う。

2．定義の説明文の書き表わし方について

親切に説明しようという意図からか、平易でほあるが長たらしい定義がある。ま

た、この中にほ既出の用語が使えるのにそれを利用していないものがある。

既出用語ほ利用してなるべく簡潔に表わすべきである。

② 説明している内容が明確でなく、いろいろに解釈されるようなものがある。この

ようなものほ努めて明確にすべきものと思う。

＠ 間接的な定義（……でないものを‥‥‥という形のもの）をしているものがある。

この方が明確に表現でき都合がよいことをこもよるが、現解しようとする側からいえ

ば直接的な定義（‥‥‥であるものを‥‥‥という形のもの）の方がわかりよいと思

う。

本来の定義ほ文章だ桝こよるものと思うが、時により文字、数式を利用して定義

した方が理解しやすいことがある。

積、ぅ文章に述べている大すじが同じであるのに、その言いまわしを多少変えたものが

多い。てにをほまで統一せよとほいわないが理想的な文章に統一されないものだろ

うか。

3．用語の数に関連して

】－
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1〉〕同一科目内において用語の標準といつたものが考えられてよいと思う。指導要饅

に示された用語以外でも使つた方がよいと思う用語がいくつかあるように思う。

妥 同一内容を意味する二つ以上の用語ほ是非整理してその紛らわしさをなくしたい

ものである。

4．用語の意義の重要性の強調について

直接この調査とほ関係ないが、代数の面においても幾何におけると同様、用語の定

義が重要であるということをどこかで強調できないものだろうか。

以上のように多くの問題点が指摘されるのであるが、これらについて更に細部にわたっ

て調査することと、それに関係した研究を進めて行くのが今後の課題である。
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